
 

 

 

 

 

 10 月 18 日には 6 年ぶりとなる小川町子供議会が開催されました。町内の各小中学校から児童生徒

による「議員」をそれぞれ選出し、18名で構成された議会が行われました。本校からは議会議長として

3 年生の佐藤音羽さん、議員として同じく 3 年生の馬場理己さん、赤松大輝さんの３名が参加しました。

他の生徒はオンラインにより配信された議会中継を学校で視聴しました。 

 当日の議事日程は、一般質問、小川町子供未来宣言と進みました。本校選出議員からの一般質問の内容

と小川町子供未来宣言を紹介します。 

【馬場理己議員 一般質問】 小川町のコロナ対策について 

① 本町 10代の接種率は。②接種率向上対策は。③ワクチン接種センターや PCR 検査所の整備は。 

【赤松大輝議員 一般質問】 部活動の地域移行について 

① 小川町の方向性と見通しは。②部活動の規模や種類は維持できるか。③活動できる施設の確保は。  

【小川町子供未来宣言】 

 〇自然を愛し、環境を大切にします。  

〇小川和紙への思いを受け継ぎ、未来につなげていきます。 

 〇進んで学び、自らの可能性を伸ばします。 

 〇運動に親しみ、健康な心と体をつくります。 

 〇高齢者から学び、知識や経験を伝えていきます。 

 〇世界に目を向け、国や世代をこえた交流を進めます。 

 

 

 10 月 18 日に臨時全校朝会をオンラインで開催しました。その内容を要約してお伝えします。ご家庭

でも PC やスマートフォンの使い方についてぜひ話し合ってください。 

『インターネットやスマートフォンは、安全に正しく使うことができればとても役立つ便利なもの。 

しかしながら、事件、犯罪に巻き込まれるきっかけや、誹謗中傷やいじめの温床になるなど、残念な事実

もある。最近特に中高生の間でも LINE に代表されるメッセージアプリや、ツイッターや Instagram に

代表される SNS に係るトラブルが激増している。残念ながら、本校でも LINE や SNS に係るトラブル

が起こっている。 

このことにより、被害を受けた人は大きな精神的ダメージや不利益を受ける。また、皆さん自身が加害

者になることもある。安易な書き込みが大きな問題になることがある。中学生

といえども大人と同様に社会的な責任を問われることもある。このような現状

を踏まえてこれから皆さんに４つ話をする。 

１ メッセージアプリでのトラブル（悪口・仲間外れ） 

２ ネットを介したコミュニケーションでのトラブル（誘い出しなど） 

３ SNSへの書き込みでのトラブル 

４ デジタルタトゥーについて 

１については、基本的には文字だけのやり取りなので、行き違いが起きやすいツールでもあること。表

情が見えない相手とのコミュニケーションであるということをきちんと意識することが大切。相手の反

応をより注意深くチェックしながら使う必要がある。 

 ２については、現在の社会においてネットによる誘い出し、または会いに行くことによって被害が起き
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ているということ。ネットの向こうにいるのが悪い人かもしれないというリスクもある。ネットで知り合

った人に深入りしないよう 「ここまで！」 の限界を意識することが危険回避の第一歩である。 

 ３は、SNS への書き込みでのトラブル。他人の写真を勝手にアップすることや、他者への誹謗中傷、

いわゆる「悪口」の書き込むことが大きな問題になることがある。場合によると責任を追及されることも

ある。決してやらないように。また、書き込みで悩んでいる人は、相談窓口もあるのでぜひ相談を。 

 ４は、ネット上に一度書き込まれ公開されたものは、発信者がたとえ削除しても、ネット上で完全に消

すことは困難ということ。また、不適切な投稿で炎上させた人も、ネット上で追及されその情報が残り続

けることがある。生涯にわたり、その人にとって不利益な影響が出ることもある。 

 これからのデジタル社会を生きていく皆さんに被害者・加害者になってほしくない。デジタル機器、

SNSなどのコミュニケーションツールを賢く、正しく、ルールを守り、安全に使えることが大事。今日

の話をきっかけに、ぜひ自分のこととして、しっかり考えてほしいと思う。』 

 

 

 9 月 28 日から新人体育大会比企地区予選会（球技・武道の部）が実

施されました。昨年度は新人戦が新型コロナ感染症のため中止となった

ため、2年ぶりの開催となりました。本校では、丁度この時期に感染症

陽性者が増加し参加が危ぶまれました。しかし、何とか限られた条件下

で参加できることになりました。そのような状況の中、生徒たちは一生

懸命に頑張りました。（○県は県大会出場） 

野球    １回戦(滑中)惜敗 

サッカー  第３位 

バスケット男子 １回戦(玉川中)惜敗  

バスケット女子 第 3 位 

バレーボール女子 ベスト８ 

卓球男子 団体 8 位 個人ダブルスベスト 16（鈴木・小澤組） 

卓球女子 団体 6 位 個人タブルス 3 位（松村・松永組） 

ソフトテニス男子 団体２回戦惜敗 個人 6位（吉田・金城組）○県 

ソフトテニス女子 団体１回戦惜敗 個人ベスト 16（田島・高橋組） 

（馬場・上村組） 

剣道男子 団体準優勝○県 個人準優勝 仲智広○県 9位佐山碧志○県 

剣道女子 団体予選惜敗 個人２回戦惜敗   

バドミントン個人 女子シングルス優勝 久保奈津○県  

         男子シングルス 3 位 権田葵斗○県 

 

  

【身体障害者福祉のための美術展】  

特選 2 年 成島実鈴 

入選 1 年 鈴木小遥 森夫紗子 

      石川詩  久保奈津 

   ２年 浅見聖弥 髙橋十帆 

   ３年 服部来海 別所瑞 

      木元由依 瀬尾育歩 

      山田楓花 

東中生徒の活躍（新人体育大会 球技・武道の部） 剣道部男子団体 準優勝（県へ） 

東中生徒の活躍（文化面） 美術展優秀作品 

【郷土を描く児童生徒美術展】  

特選 １年 鈴木小遥 

入選 1 年 鈴木翔平 

   ２年 小林夢歩 成島実鈴 

      島田晴子 

   ３年 阿部木の実 

 


